
Ⅰ 研究所の概要

1. 泊●印 と 日 的

詔托朔研究所は.1967年6月1日全But:･同利用の研究
地殻として,京都大学に附属設立された｡虹ちに京郡市

左茶区曽田本町の大学m内に分畠を設け,典田Rr松環が

所艮中筋取扱いとして辺皆委員会とともにLITJ孜の双務に

あたり,同年9月1日より近藤四郎所長に受けつがれ

た｡その後,愛知県犬山市字官林における研究棟の建設

2. 組 穐

一研 究 部

道 営 委 El会

画 展

協 敢 員 会

現 員 の 推 移

にかかつたが,その節一期工群の完了に伴い京都より移

転したのは,1968年7月であった｡

詔技研研究所は ｢正長mPこ関する総企研究を行う｣こ

とを目的とする｡すなわち遊技期の木出を,その社会,

生態,形駁,生乳 氾伝,行動苛の各ガ田から総合的に

追求して,琵長期の適応の機mひいては入獄の起涼と由
化のすがたを解明する｡そのためにはサルの生物学的特

性の換黙.その行動の誌礎的研究を行い,詔艮爪の生物

学的な位配,特にサルとヒトとの鞠緑関係を究明するこ

とが肝要である｡

一形 態 基 礎 (昭和42年度設配)

一神 経 生 理 ( 〃 )

-心 理 (昭和43年度段位)

一社 会 ( 〃 )

一変 異 (昭和14年皮紋田)

一生 活 史 (昭和45年度設位)

一生 理 (昭和46年度設田)

;-生 化 学 (増 設 予 定)

;…系 統 ( 〟 )

輔 屈 施 設_r_≡芝芸芸慧器 芸農 芸4諾 悪霊芸と設即
し情報資料センター (増設予定)

一事 務 部薫 同

務 掛 (昭和42年度設配)

計 掛 ( 〃 )

利 用 料 (増 設 予 定)

･'-エ 皆 掛 ( 〃 )

一言福 一堅ー竺 教 授 助 教 授 助 手 小 計 串 萌 系職 員 非 常勤 m凸小 計 合 計

昭和42年度 2(1) 3 3 8(1) 8 1 9 17(1)

昭和43年度 4(2) 4 6 1●4(2) 12 6 18 3岳(2)

昭和44年度 5(2) 5 10 20(2) 21 8 29 49(2)

( )内は併任故投で内数として示した｡

3. 予 罪 概 況

区分年皮 経常代共同利用施設運営焚nTJ改発晶㌘小計 科 学研 究 史 合 計人件m旅3号勤件光物件穴旅焚
昭和42年度 1.H十日Lf-Pi05,515Jf-H千H 千円 千円0 ff.円

7,4439057,991 67829,loo 46,117 46,ll昭和43年度17,5111.83421,990 75124,256 71,887 4,660 76,54昭和44年度29,3701,92841,3579,7712,434 23,388 108,248 19,934 128,182
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科 学 研 究 史

年 度 塩 類 研 究 課 題 研究代表者 補助金田

(昭和43年度)一 般 研 究 (D) ニホンザルの社会構造における周辺部とソt)タ1)の研究 河合 稚拙 川130,000

総 合 研 究 仏) サルの行動の神経生理学的研究 時突 利彦 2,500,000

総 合 研 究 川 題畏類のロコ毛-S/ヨンに関する総合研究 近藤 四郎 2,030,000

計 4,660,000

(昭和44年度)一 般 研.究 (心帖 定 研 究 (2) 霊長類の行動と前頭薬の働きとの関係の神経生理学的心理 時宍 利彦久保田 放 14,400,0001,000,000

学的研究

長期断眠が新生児サルの脳に及ぼす影響の研究

糾 故 研 究 位)奨 助 研 究 川〟総合研究 叫(総統) 研究用サルの飼育ならびに実験に適する各種F.-57輔の開 岩本 光堆浅野 侠大石田 英突 900,000150,000120,0 0 0

発

ニ益ンザルにおける眼放反射をもちいたt'スボンデント粂

件づけの研究

野生ニホンザルの｡コモ-ジョン様式の分析

サルの行動の神経生理学的研究 時宍 利彦 2,700,0 0 0

総 合 研 究 糾 南方産サ)I,の塀乾適応不能の防止に関する研究 近藤 四郎 664,000

計 19,934,000

-般研究㈹(継 続)〟 (C) 盛長塀の行動と前頭英の働きとの関係の神経生理学,心理 時宍 利彦石田 英火 4,900,000600,000

学的研究

類人狩の姿勢および遊動の節電図学的分析

/J (D)奨 励 研 究 (〟 串島野虫ニホンザJt,群における血縁関係の復元に関する研 岩本 光地蟹倉 尋突 250,000220,000究 豆長瀬のclrcadianrhythm の研究

総 合.研 究 (〟特定研究(1)α凶陣宙) 下北半島ニホンザル生息地における除草剤による環境汚虫 近藤 四郎時宍 利彦 1,800,0002,000,000

の彩響についての生態学的研究

脳随官の基礎的研究.-

海 外 学 術 調 査一ク 東77t}カにおける森林性選良頬のテレメト1)法を中心と 河合 雅放野沢 謙 7,250.0002,300.000

した生態学的研究

タイ国在来家畜の遺伝学的形態学的調査

4. 研 究 設 備

0形感基攻研究部門

Ⅹ放追放 (硬および軟Ⅹ線用),入朝学的計測機音詩1

式,脱波計 (13ch,多用途),屯磁オッシロスコ-7'

(12ch.), トレッドミJt' (H塾 :憤角450および10〇

･.0-20kn/h.およびM塾:走向面3600回転, 0-
10km/h.),筋電図用小型テレメ-メ-(4ch.),防

tE積分計 (1ch.),多用途監視記録装圧 く4cll.),

VTR,動歪み測定法監(4ch.)

0神経生理研究部門

東芝ペ ッグマン･ガス分析指 (LBl1),加井川コ

ソti'ユークー (ATAC-501),/J､塾コンピューター

(PDP-12A),脳波計 (9ch.2台)

0心理研究部門

スキナーボックス (パネル押し,レバー引き両用;レ

バーは出し入れ可能で,ディスクリート トクィアル

の宍鹸可), コントロ-Jt'5'ステム (強化スケtJユ-
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/t'.刺激提示mFFおよび提示時W苛の7●tlク̀ッム可),

多用途既税法FZ(各社屯先生W.現匁測淀可 :胴汝,防

TE,心花など) (デ-クー･Vコー〆-,TES((刺故lrl;
駅つき),VTRs'ス･?ム(タイム･サンプ.)ンク●可),

71!-ル引tlW!yWu-{･の狩引力測定iIim (力のレベルに応
じた強化スJr')ユ-Jt'可)

0社会研究部門

｡タレメーター 一式 (生態視察FT])

○ビデオコー〆一 一式

oトヲンシ-パー

0変異研究部門

間先泳動誤配 (把粉および寒天),血放出判近用兵,

フl)-1rL .低温恒温ab,TL,紀勢城田払 L/デオ (デy
スケ･モニター),Colobus碩冊増水200佃
○生活史研究部門

タナック･カード･セレクター,1'I･出叱蚊‡乱 日動熱
血計

0サル摂保健飼育管理施設

温度記録計 (12打点,0-50●C),動作記良計 (QT丑望

日立,24ch.),市感度記録計 (34!_茄TtI払 EPR-

3Tおよび2T型), TI-クルカTL/ンクー (ディsJグ

Jt'･7'1)ソクー付), フレ-ムフ*T･メ-メ- (Na,

K,測定用),DIscTE先泳動袋田,耀天免疫法把,姓

沫淡色用具一式

0串島野外観ホ施tg:

')-7●,船外横付ポート

5. 研 究 括 鋤

形儲基礎研究部門

近藤四郎 ･岩本光雄 ･石田炎火

東 陽一斗･渡辺 毅

研 究 概 要

1)韮艮用の姿勃およびロコ屯 -yロンの出城隅学的

研究

近 頒 四 郎

かつてヒ11の四肢骨の扇平性について,Ⅹ絞廻転杭断
粒彩法,筋屯図法などにより追究した際,その形態形成

の杓Ffとして生活様式,運動様式との関連が琉要である

と-35･えさせられた｡ヒトの正立少行にしても,その板和

をたずねるとき,多伍多位な運動様式に'(古む詔艮糊との
比較考群が必打i{･あることはいうまでもない.

2)正艮mの形怨と体温調節の凹油性について

近 藤 四 郎

Allcn,Bcrgmann,GlogcrなどのIL･別がヒトの形

.現払 求人.斑宇打.解剖7qf児玉

グてに控Trlできるかどうか,よく開成になるが,文明環境
は今やその分析を四位にしていると瓜われる.熱滞,温

和などをj三としながら野玲地にもiEむ芯長柄の生願を,

主として体温調節の両からyJ.Jl;弓することは琉51がであると

Iy}･え,=Tlh/7めに,笠余市リ1,三的宜防とともに=ホyザ

〟,カニタイJJ'/t'について,埠冷血耶反応の-予報なLuし

た｡ 誌水的なこの方h-の班FZが木研究所に まだないた

め,rW和15印度より名宙良大学の巾llJrqT枕冊士などとの
州司研究により開始した.

3)ニホンザルに関する形T(人tTl学的研兜

AL 木 光 枕

現出ニホンザJt,の形Tlを,できるだけ社内変共を考瓜

に入れて,生体計測,成田姉娘系の羽立,その他の方法

にもとづいて明らかにし,また日本における化石マカク

についても31-･千の研究を進めているO最終的には,マカ

タの1位としてのニホンlJ'/i,の形照的特徴を明らかにす

るとともに,この柾の系統発生学的成立について考窮す

ることを目的としている｡

4)芯艮甥のロコモーシコyに凹する研究

石 ETl英 ;巧

詔艮掛 こおける上下肢筋の)72i菰血比を淡め.さらに凹
足および二足少行時の下肢筋の筋n:図を調べることによ

り,実際の生活の中での移動様式と対比させつつ,筋活

動を分析した.このような韮礎研究の上にたって,ヒt.

のn:立=足少行性IiGIFIJの過哩を朽m成すべく粥みてい

る｡

5)ニ広域下肢の形態学的研究

渡 辺 淑

移動様式としての班立=足歩行性の控得がホミニゼー

S/コソの過モ別こおいて,節一義的役割りをはたしたこと

が近年,次節に明らかにされてきた｡直立二足歩行がい

かにして坪得されたかを明らかにするためには,現生盃

長期における粒々の移動様式と下肢構造の閑迎を調べ化

石霊長mの移動様式を考察する必要がある｡このような

観点から,現在詔提邦の下肢とくに骨盤とそれに付語す

る筋の比較解剖学的研究をおこなっている｡

研 究 発 袈 (1968年4月-1971年3月)

論 文

1)Electromyographicstudiesonfacialmus-

clcsofJapancsc･AmcricanIIybr王ds.

S.Kondo.M.Sato.Y.Kikuchi,M.T0-

mlta,M.OkadaandA.HayamI

〔J.AntllrOp.Soc.Nippon,76,135-140,
1968.〕

2)Ananthropologicalstudyofhighaltltudc

adaptationinthePeruvianlndlans.

- 3-


